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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒《人ロの動き》男3，380（一5）女3，447（＋1）計6，827（一4）世帯数1，814（一4）
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本
年
も
減
反
が
容
赦
な
く
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
圃

場
整
備
を
や
り
ま
せ
ん
か
。
町
で
は

受
益
面
積
三
〇
ア
ー
ル
以
上
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
ま
で
を
対
象
と
し
た
町
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
補
助
率
は
、
三
〇
ア
ー
ル
以

上
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
は
三
五
％
以

内
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
ま
で
は
四
〇
％
以
内
で
す
。

　
た
だ
し
、
補
助
対
象
事
業
費
は
一

〇
ア
ー
ル
当
た
り
二
五
万
円
を
限
度

と
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
三
〇

ア
ー
ル
か
ら
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲

で
実
施
さ
れ
る
方
は
、
最
高
一
〇
ア

ー
ル
当
た
り
の
最
高
額
の
補
助
金
は
、

二
五
万
円
×
三
五
％
で
八
七
、
五
〇

〇
円
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
範
囲
の
方
は
、
二
五
万
円

×
四
〇
％
で
一
〇
万
円
と
言
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
産
業
課

農
業
土
木
係
に
連
絡
下
さ
い
。

“
農
年
加
入
の
皆
さ
ん

　
　
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
”

　
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
出
稼
先
等
で
厚
生
年
金
に
加
入

さ
れ
た
人
は
、
出
稼
先
の
事
業
所
か

ら
勤
務
期
間
の
証
明
書
を
必
ず
も
ら

っ
て
き
て
下
さ
い
。

　
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
に
は
一

定
の
資
格
期
間
が
必
要
で
す
が
、
出

稼
ぎ
等
で
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金

等
）
に
加
入
す
る
と
農
業
者
年
金
の

加
入
資
格
を
喪
失
し
ま
す
。
そ
の
ま

ま
か
ま
わ
ず
に
お
き
ま
す
と
、
加
入

期
間
が
満
た
な
い
た
め
年
金
を
も
ら

え
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
様
な
こ
と
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
次
の
手
続
き
を
キ
チ
ン
と
し

て
下
さ
い
。
手
続
き
は
、
農
協
の
金

融
課
窓
口
で
や
っ
て
い
ま
す
。

①
国
民
年
金
と
農
業
者
年
金
の
資

　
　
格
喪
失
届
を
す
る
。

②
同
じ
く
、
資
格
取
得
届
を
す
る
。

①
、
②
の
手
続
き
を
す
る
際
、
出
稼
■

ぎ
先
事
業
所
で
の
勤
務
期
間
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
協
金
融
課
、
農
業

委
員
会
へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

か

ぴ

　
　
メ
　
　
ド
ロ

”
。
）
二

　
　
協
』
・
・

籔
　
羅
灘
灘
繋

講
講
灘
叢
叢
職
薬
鞭
囑

　
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
小
さ
い

う
ち
に
解
決
し
て
下
さ
い
。
生
活
、

家
庭
、
児
童
、
老
人
、
ど
ん
な
問
題

で
も
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
と
　
き
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
九
時
～
十
二
時
迄

　
と
こ
ろ
　
松
代
少
林
寺
（
相
談
室
）

　
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
電
話
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

　
先
月
一
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し

た
昭
和
五
十
六
年
度
赤
い
羽
根
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
大
口
募
金
芳
名
中

下
欄
松
代
高
橋
俊
男
四
五
、
O
O
O

円
は
松
代
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
四
五
、

O
O
O
円
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
異
動
の
お
知
ら
せ

　
大
字
松
代
地
区
担
当
の
民
生
児
童

委
員
樋
ロ
マ
ツ
ノ
さ
ん
が
残
念
な
が

ら
健
康
上
の
理
由
で
一
月
三
十
一
日

限
り
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
に

は
松
代
柳
キ
ノ
さ
ん
（
屋
号
新
宅
）

か
ら
お
引
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
活
や
施
設
入
所
の
問
題
等
遠
慮
な

く
ご
相
談
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

　
電
話
は
七
－
二
二
四
四
で
す
。
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〃
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．
農
業
者
年
金
に

　
　
　
　
　
加
入
し
ま
し
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の

老
後
の
生
活
安
定
を
図
る
と
と
も
に

農
業
経
営
の
移
譲
を
通
じ
て
経
営
の

若
返
り
や
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
促

進
す
る
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
、
昭
和
4
6
年
1
月
に
発
足

し
た
も
の
で
す
．

　
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
、
6
0
歳
で
経
営
移
譲
す
れ
ば
、

昭
和
5
7
年
1
月
現
在
で
下
表
の
移
譲

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
資
格
条
件
は

①
国
民
年
金
加
入
者

②
2
0
歳
～
4
0
歳
ま
で
の
人

　
（
6
0
歳
ま
で
に
2
0
年
の
資
格
期
間

　
が
必
要
で
す
。
）

③

農
地
（
田
・
畑
）
の
面
積
が
3

反
歩
以
上
あ
る
経
営
主
ま
た
は

5
反
歩
以
上
の
農
地
を
所
有
し

て
い
る
経
営
主
の
後
継
者
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
農
協
金
融
課

窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

加入時期

60歳に達する

までの保険料

納付済期間

保険料納付総額 60歳から64歳までの経営移
譲年金の受給額

65　　歳　　　以　　　降

35歳に達する
までの特定保
険料の適用が
ある人の場合

特定保険料の
適用がない人
の場合

経営移譲年金
受給額
（1年間で）

農業者老齢年
金受給額
（1年問で）

計

1年間で 5年問で

20歳で加入 40年の場合 2，836，200円 3，168，000円 1，716，000円 8，580，000円 171，800円 429，600円 601，400円

21　〃

22　〃

23　〃

24　　〃

39　〃

38　〃

37　〃

36　〃

2，778，840

2，721，480

2，664，120

2，606，760

3，087，600

3，007，200

2，926，800

2，846，400

1，673，100

1，630，200

1，587，300

1，544，400

8，365，500

8，151，000

7，936，500

7，722，000

167，500

163，200

159，000

154，700

418，900

408，100

397，400

386，600

586，400

571，300

556，400

541，300

25　〃 35　〃 2，549，400 2，766，000 1，501，500 7，507，500 150，400 375，900 526，300

26　〃

27　〃

28　〃

29　〃

34　〃

33　〃

32　〃

31　〃

2，492，040

2，434，680

2，377，320

2，319，960

2，685，600

2，605，200

2，524，800

2，444，400

1，458，600

1，415，700

1，372，800

1，329，900

7，293，000

7，078，500

6，864，000

6，649，500

146，100

141，800

137，500

133，200

365，200

354，400

343，700

332，900

511，300

496，200

481，200

466，100

30　〃 30　〃 2，262，600 2，364，000 1，287，000 6，435，000 128，900 322，200 451，100

31　〃

32　〃

33　〃

34　〃

29　〃

28　〃

27　〃

26　〃

2，205，240

2，146，440

2，086，320

2，024，880

2，283，600

2，203，200

2，122，800

2，042，400

1，244，100

1，201，200

1，158，300

1，115，400

6，220，500

6，006，000

5，791，500

5，577，000

124，600

120，300

116，000

111，700

311，500

300，700

290，000

279，200

436，100

421，000

406，000

390，900

35　〃 25　〃 一
1，962，000 1，072，500 5，362，500 107，400 268，500 375，900

36　〃

37　〃

38　　〃

39　〃

24　〃

23　〃

22　　〃

21　〃

一
一
一

1，881，600

1，801，200

1，720，800

1，640，400

1，029，600

　986，700

　943，800

　900，900

5，148，000

4，933，500

4，719，000

4，504，500

103，100

98，800

94，500

90，200

257，800

247，000

236，300

225，500

360，900

345，800

330，800

315，700

40　〃 20　〃 一
1，560，000 858，000 4，290，000 85，900 214，800 300，700

ナコ推米

お米の禦養

　　　　　肥ると

　　いうことは一？

　　　　　　　　　　●6圃■■』

　　　　，．．ンノ

栄養の摂り過ぎで、お米ではありません。

　　　ビタミン81

　　　0，伽

ビタミンB、　0，03㎎　　　　あ
　　　　　　　　　　　　　　　ら
　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ナトリウム　2mg　　　　　　　　　　タ

含ン
まバ
れク
て質
るも

の
ネ
　
　
δ
　
’

糖質75，5g

　　　　｝　　　』一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠

タシ八クロ6，趣

カルシウム6四

せんい0。3g　　　　　、、
　　　　　　　　　　、r眞》

　　　　　　　　　　　も
脂質1，39

水分15．5g

　その他

お米には、タンバク質が6，8％も含まれて

おり、私たち日本人は1日に必要なタンバ

ク質の約5分の1をお米からとっています。

滋
難灘欝

難
繹騨

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

々
の
大
き
な
悩
み
は
、
自
分
の
元
気

な
う
ち
は
と
も
か
く
自
分
の
死
後
、

障
害
者
を
誰
が
面
倒
を
み
て
く
れ
る

か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
県
は
加
入
者
に
万
一
の
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
に
は
そ
の
月
か
ら
障
害
者

の
一
生
を
通
じ
て
年
金
を
支
給
い
た

し
ま
す
。

　
障
害
者
の
方
々
に
、
保
護
者
の
方

々
に
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

こ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
心
身
障
害
者
と
は
、
精
神
薄
弱
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
か
ら
三
級

に
該
当
す
る
者
、
精
神
・
身
体
に
永

続
的
な
障
害
を
有
す
る
者
。

　
こ
の
制
度
に
加
入
さ
れ
た
く
と
も

六
十
五
歳
以
上
に
な
り
ま
す
と
加
入

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
大
正
五
年
四
月

二
日
か
ら
大
正
六
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
保
護
者
の
方
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
加
入
し
な
い
と
以

後
加
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。
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税のしおり
ッや

〕ぞ
　　ん
　　　じ　、
　　　　です
　　　　　　か

妻日仕
口中

任抑個

氏名脚

1
の
。
）

、
0

確
定
申
告
始
ま
る

　
昭
和
五
十
六
年
分
確
定
申
告
の
受

付
が
二
月
十
六
日
よ
り
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。

期
限
が
過
ぎ
る
と

無
申
告
加
算
税
と

　
　
延
帯
税
等
が

　
　
　
　
　
　
か
か
り
ま
す

昨
年
所
得
税
を
納
税
さ
れ
た
方
に
は

す
で
に
税
務
署
よ
り
申
告
用
紙
が
届

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

還付申告をされる方へ

還付申告はお早めに　源泉所得税の還付申告は
　　　　　　　　　　　　　　　1月から受付けております
03月になりますと、相談会場が混雑し、待ち時間が長くなります。

03月に入って提出されますと、お受取りになるのが遅くなります。

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノノ

　　　dへ　　　’　　　9　’

　　　▽

』　　一　　　　■　一

　　
　『　　　　　『　一　一　一

申告書に誤りがあ1）ますとお受取りが遅くな｝）ます。

次のことを確かめましょう。

●預金口座
●銀行名（支店名）

あなたの名義ですか！

預金通帳と合っていますか！

まちがいあ1）ませんか！●ロ座番号

申
告
手
続
な
ど
の
準
備
は
も
う
お
済

み
で
す
か
。
出
稼
先
か
ら
の
源
泉
票

（
給
与
支
払
報
告
書
）
な
ど
添
付
書

類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
書
は
出
来
る
だ
け

”
自
分
で
記
入
を
”

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
屋
号
、
電
話

番
号
、
世
帯
主
の
氏
名
、
続
柄
、
だ

け
は
必
ら
ず
自
分
で
記
入
し
て
下
さ

い
。
こ
れ
ら
の
記
入
が
な
い
と
受
付

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
税
務
署
よ
り
用
紙
が
行
か
な
い
人

で
あ
っ
て
も
昨
年
一
年
分
の
所
得
内

容
に
よ
り
所
得
税
が
か
か
る
人
は
申

、
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

を
怠
る
と
、
無
申
告
加
算
税
や
延
帯

税
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。

還
付
申
告
は

　
　
二
月
二
十
六
日
に

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

始
ま
っ
て
お
り
、
税
務
署
で
は
、
い

つ
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
が
松
代
町

役
場
で
は
還
付
申
告
者
に
つ
い
て
便

宜
を
は
か
り
、
特
に
日
を
定
め
二
月

二
十
六
日
（
金
）
に
ま
と
め
て
受
付
を

致
し
ま
す
．

　
昨
年
還
付
を
受
け
た
人
に
は
税
務

署
よ
り
用
紙
が
行
か
な
い
人
も
あ
り

ま
す
。
用
紙
は
税
務
署
、
商
工
会
、

役
場
に
あ
り
ま
す
。
尚
、
還
付
申
告

者
は
出
来
る
だ
け
自
分
で
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
雪
下
し
経
費
等
　
が

五
万
円
又
は
年
所
得
の
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
と
、
所
得
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
住
宅
部
分
の

屋
根
の
除
雪
や
雪
捨
て
等
の
た
め
に
、

実
際
に
支
払
っ
た
経
費
が
五
万
円
、

又
は
年
所
得
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
ま
す
と
、
そ
の
超
え
て
支
払
っ

た
経
費
は
所
得
税
の
所
得
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
　
（
昭
和
五
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
適
用
）

　
な
お
支
出
の
確
認
の
た
め
支
払
っ

た
領
収
書
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
が

困
難
な
場
合
に
は
家
計
簿
等
に
よ
る

支
払
事
実
の
確
認
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
署
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

撤轡納税って
手織も簡単
なんですね・1

．
㌧

便利・安全・確実

糸雌振替で一・鰻灘

●お申込みは
　　金融機関、納税貯蓄組合（連合会）、税務署のいずれ
　かへお出しください。
●手続は簡単です
　　振替に利用される口座などを書いた「預金口座振替
　依頼書・納付書送付依頼書」を一度提出していただく
　だけで結構です。
●便利で安全です
　　納税のためわざわざお出かけになる必要があケ）ませ
　ん。また、現金を扱いませんので盗難等の不時の災難
　の心配がなく安全です。
●確実です
　　納付書を失ったり、ついうっかり納付を忘れたりす
　ることがないので期限までに確実に納付できます。
●取扱いの税金は
　　申告所得税（1期分・2期分・3期分・延納分）です。
●取扱いの金融機関は
　　全国の銀行、相互銀行、信用金庫、信用組合、農・
　漁業協同組合などです。
●領収書は
　　金融機関から直接皆さんにお届けします。

《大変便利な納税方法ですから、是非御利用ください。》
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賛
X
崇
疑
疑
炎
疑
》
◎
八
炎
焚
》
◎
《
》
⑪
八
》
◎
八
炎
X
楚
焚
美
》
◎
ハ
藁
聚
装
》
◎
八
炎
》
◎
八
X
X
》
⑪
ハ
》
◎
ハ
疑

◆
所
得
税
・
贈
与
税
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
申
告
始
ま
る

X
》
●
ハ
》
◎
八
炎
藁
》
◎
八
美
疑
》
●
八
炎
》
◎
八
藁
崇
》
曾
《
》
◎
《
疑
炎
》
⑫
八
》
◎
ハ
》
◎
ハ
》
◎
八
》
＠
ハ
》
◎
八
》
◎
八
》
◎
ハ
》
◎
ハ
》
◎
ハ
疑
》
◎
八
》
◎
《

　
贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
申
告
期
限
は
三
月
十

五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち

着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長

い
時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
は
で

き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
．

〈
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
〉

　
所
得
税
は
、
個
人
が
一
年
間
に
得

た
所
得
金
額
に
応
じ
て
か
か
る
税
金

で
す
．

　
次
の
よ
う
な
人
は
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
五
十
六
年
中

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
一
、
O
O
O
万
円
を
超
え
る
人

や
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人
、
給
与
以
外
の
所
得
が
二
〇

万
円
を
超
え
る
人
。

　
又
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
人
は
、
確
定
申
告
を

し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
．

　
中
告
書
を
書
く
と
き
に
は
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
や
「
所
得
税
の
確
定

申
告
の
手
引
」
を
参
考
に
し
て
、
申

告
書
の
二
面
か
ら
番
号
順
に
記
入
し

て
い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が

簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
自
分
で
お
書
き
下
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
や
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
な
ど
が
送
ら
れ
て

い
る
方
は
、
必
ず
そ
の
申
告
書
用
紙

を
使
っ
て
申
告
し
て
下
さ
い
。
又
送

ら
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
税
務
署
に

申
告
書
用
紙
や
「
申
告
書
の
書
き
か

た
」
な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
又
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
以
外

の
所
得
が
な
く
、
医
療
費
控
除
や
住

宅
取
得
控
除
な
ど
に
よ
り
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
人
の
た
め
に
、
簡
易

な
申
告
書
用
紙
が
税
務
署
に
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
所
得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申

告
書
の
書
き
方
な
ど
で
、
分
ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
確
定
申

告
の
期
間
中
は
、
税
務
署
の
ほ
か
に

市
町
村
や
商
工
会
で
も
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
の
納
税
は
、
申
告
期
限
と

同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
確
定
申
告
に
よ
り
納
付
す
べ
き

税
額
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月
十
五

日
ま
で
に
納
付
す
れ
ば
、
残
額
は
五

月
三
十
一
日
ま
で
延
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
延
納
期
間
中
は

年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が

か
か
り
ま
す
。

〈
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
〉

　
贈
与
税
は
、
個
人
が
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
贈

与
税
に
は
六
〇
万
円
の
基
礎
控
除
が

あ
り
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
六
年
中

に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額

を
合
計
し
て
も
六
〇
万
円
以
下
の
と

き
は
、
申
告
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
六

〇
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税
・

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
あ
た
っ
て
、
財
産
の
評
価
額

な
ど
で
分
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
贈
与
税
の
納
税
は
、
申
告
期
限
と

同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
贈
与
税
額
が
五
万
円
を
超
え
て

い
て
、
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
担
保
を
提
供
し
て

五
年
以
内
の
年
賦
に
よ
る
延
納
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
延

納
期
間
中
は
、
年
六
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
所
得
税
の
確
定
申

告
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
税
務
署

が
遠
く
、
又
雪
の
為
税
務
署
ま
で
行

く
の
が
大
変
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

人
に
つ
い
て
松
代
町
役
場
で
は
毎
年

一
定
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
期
間

中
に
町
役
場
税
務
課
の
職
員
が
相
談

に
応
じ
受
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
受
付
期
間
は
次
の
と
お
り

　
二
月
十
七
日
（
水
）
か
ら

　
〃
　
十
九
日
（
金
）
ま
で
及
び

　
〃
二
十
二
日
（
月
）
か
ら

　
〃
二
十
五
日
（
木
）
ま
で
で
す
．

　
又
還
付
申
告
者
の
為
に
特
に

二
月
二
十
六
日
（
金
）
を
用
意
し
ま
し

た
の
で
御
利
用
下
さ
い
。
税
務
署
よ

り
通
知
が
行
っ
た
人
に
は
、
こ
の
期

間
の
う
ち
で
日
時
を
指
定
し
て
あ
り

ま
す
。
尚
不
明
な
点
は
役
場
税
務
課

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
込

　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

嚢叢、難
馨灘

鎌跳

馨雛

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対

し
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込
み

受
け
付
け
を
次
の
要
領
に
よ
り
行
っ

て
い
ま
す
。

1
　、

2
　、

3
　、54、　　、6

　、
　
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

協
同
組
合
で
ご
相
談
下
さ
い
。

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
七
年
一

月
二
十
八
日
（
木
）
か
ら
三
月
一

日
（
月
）
ま
で

選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）

よ
り
行
い
ま
す
．

融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
○
平

方
㌶
以
上
）
の
場
合
四
八
O
万

円
～
五
〇
〇
万
円
。
断
熱
構
造

化
工
事
を
行
な
う
場
合
二
〇
万

円
～
四
〇
万
円
。
太
陽
熱
温
水

器
設
置
工
事
を
行
う
場
合
は
一

〇
万
円
の
融
資
額
の
加
算
及
び

老
人
（
六
五
才
以
上
）
等
が
同

居
す
る
場
合
五
〇
万
円
～
一
八

○
万
円
の
融
資
額
の
割
増
し
制

度
が
あ
り
ま
す
。

利
率
年
五
・
五
％

返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十

五
年
以
内

申
込
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と

同
一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫

業
務
取
扱
店
」
　
（
当
町
で
は
松

町
農
業
協
同
組
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
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フ
ニ
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フ
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弓
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刀
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ハ
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〆
　
ゆ
煮
　
　
戸
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〆
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〆
　
　
〆
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励
欝
差
幽
茗
η

勿
停
、
・
盛
酒
鳶
勿

乙
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／
π
、
フ
…
7
ア
、
7
π
T
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編
晦
鷲

乙
　
髭
ヅ
ニ
飴
、
ン
ー
・
顎
．
／

コ
ヲ

　

コ

ィ

コ
プ
　
　

ナ

ヨ
ハ
ご

　
　
　
　
　
た

一
庶
－
勾
協
～
ヲ
〆
劣
㌻
・

》
姦
皿
泣
り

新
年
、
塗

春
の
空

正
月
竹
馬

勅
尭
淡
雪

頭
毒呼響
聾
羅
潅
絹

小
学
校
一
年

○
山
岸
多
佳
子
　
（
室
野
小
）

二
年

○
井
上

三
年

○
佐
藤

四
年

元
　
（
蒲
生
小
）

　
　
　
寺
田
分
校

学
（
室
野
小
）

○
本
山
い
ず
み
　
（
松
代
小
）

五
年

○
西
潟
　
一
浩
　
（
室
野
小
）

六
年

○
関
谷
ゆ
か
り
　
（
松
代
小
）

中
学
校
一
年

○
柳

益
夫
　
（
小
屋
丸
）

二
年

○
佐
藤
奈
津
江
　
（
室
　
野
）

○
柳

三
年

泉
　
（
松
代
）

ご出品ありがとうございました

準

特

小
学
校
一
年

○
小
島
　
博
子
（
松
代
小
）

○
高
橋
　
雄
一
（
松
代
小
菅
刈
分
校
）

　
　
　
二
年

o
小
堺
美
佐
子
（
蓬
平
小
）

○
横
尾
　
朋
子
（
峠
　
小
）

　
　
　
三
年

o
柳
　
志
朗
（
松
代
小
）

o
若
井
美
和
子
（
蓬
平
小
）

　
　
　
四
年

○
斉
木
　
篤
子
（
松
代
小
）

o
牧
田
美
智
子
（
峠
　
小
）

o
村
山
多
恵
子
（
室
野
小
）

　
　
　
五
年

o
小
堺
　
聡
美
（
蓬
平
小
）

酪
凸
り
閃
凸
騨
閃
凸
M
開
凸
関
凸
麺
関
凸
》
界
酪
凸
》
㎜
ハ
U
閃
凸
》
閃
凸
図
凸
品
凸

　
町
書
初
展
が
1
月
2
3
～
2
4
日
の
2

日
間
に
わ
た
り
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
は
各

学
校
で
審
査
し
提
出
さ
れ
た
も
の
を

各
学
年
別
に
特
選
、
準
特
選
を
選
出

い
た
し
表
彰
し
ま
し
た
。

　
高
校
、
一
般
は
自
由
参
加
で
審
査

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
多
数
の
出

品
が
あ
り
盛
会
で
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
展
示
に
ご

協
力
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

選

ム
ソ
Φ
－
Q
婁

り
¢
φ
婁
ゐ
￥
φ

o
井
上
　
範
子
（
蒲
生
小
寺
田
分
校
）

　
　
　
六
年

o
柳
　
一
樹
（
松
代
小
）

o
中
村
　
頼
子
（
松
代
小
）

中
学
校
一
年

○
西
潟
　
寿
弘
（
福
島
）

○
佐
藤
　
秀
行
（
室
野
）

　
　
　
二
年

○
市
川
　
陽
子
（
松
代
）

○
馬
場
　
葉
子
（
蒲
生
）

○
高
野
　
節
子
（
松
代
）

　
　
　
三
年

○
小
堺
　
武
彦
（
儀
明
）

o
小
堺
　
聡
子
（
蒲
生
）

○
関
谷
　
直
美
（
松
代
）
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昭和56年

亡
、
因

据
、
鷹
、

　
昭
和
5
6
年
松
代
町
の
死
亡
者
数
は

86

人
で
、
死
亡
率
は
人
口
千
人
に
対

し
て
n
人
で
す
。
全
国
平
均
の
6
人
、

県
平
均
の
7
人
と
比
較
す
る
と
大
分

高
い
死
亡
率
に
な
り
ま
す
。

　
死
亡
順
位
は
（
表
1
）
の
通
り
で
す
。

　
5
5
年
と
同
じ
く
心
臓
病
が
一
位
で

す
。
5
1
年
以
来
三
位
だ
っ
た
ガ
ン
が

二
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
ガ
ン
の
成
人

病
死
亡
が
全
体
の
七
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
の
う
ち
2
0
才

か
ら
64
才
の
働
き
盛
り
の
人
が
n
人

で
、
そ
の
中
9
人
が
男
の
人
で
し
た
。

ガ
ン
死
亡
2
2
人
の
う
ち
、
胃
ガ
ン
n

人
、
直
腸
ガ
ン
3
人
、
肺
ガ
ン
2
人
、

肝
臓
や
腎
臓
そ
の
他
色
々
の
ガ
ン
が

6
人
で
す
．

　
こ
ん
な
に
多
い
成
人
病
を
防
ぐ
た

め
町
で
は
成
人
病
予
防
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
検

診
や
事
後
指
導
会
に
出
席
し
、
自
分

で
も
よ
く
注
意
し
て
健
康
状
態
を
よ

り
よ
く
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
し
、

何
年
も
検
診
を
う
け
ず
手
お
く
れ
に

な
る
人
も
い
ま
す
。
昨
年
検
診
を
受

け
な
か
っ
た
人
は
（
表
2
）
の
と
お
り

大
勢
い
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
生
ズ

　
　
　
　
　
　
　
衛
ロ

　
　
　
　
　
　
　
健
リ
⑮

　
　
　
　
　
　
　
保
シ

　
胃
や
婦
人
科
検
診
は
申
込
制
で
す

か
ら
、
役
場
か
ら
の
回
覧
文
書
に
よ

く
注
意
し
て
、
昨
年
受
診
し
な
か
っ

た
人
は
特
に
申
込
み
受
診
し
て
下
さ

い
。
胃
の
集
団
検
診
を
毎
年
う
け
れ

ば
胃
ガ
ン
や
胃
潰
瘍
で
死
ぬ
人
は
な

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
、
事
故
も
多
く
見
逃
せ
な
い

数
字
で
す
．

　
い
く
ら
お
金
や
財
産
が
あ
っ
て
も

病
気
で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年
は
先
づ
自
分
が
、
そ
し
て

家
族
が
達
者
で
暮
せ
る
よ
う
に
充
分

注
意
す
る
と
共
に
、
町
が
行
う
検
診

に
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

表2

検診種別 検診をうけない人

胸部レントゲン 500

出　稼検　診 223

循環器　〃 200

母性貧血　〃 196

1位

表1

心臓病
（30．2％）

　7』＼

　位6位
　　ミ＿毎
5位竜　　　　導私4
蕊4位　老衰－

　　　　（11．6％）

F　脳卒中
　　（17．4％）　がん
　　　　　　　（25．6％）

3位

2位

薦・ね

霧
灘
．

　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
雛
凝

　
　
　
　
　
籔
　
　
　
，

　
　
　
　
　
難
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
難
　
　
　
F
、

瞬
　
　
　
　
　
　
　
蓼

＠
駄
糠
ψ
姥
緯
罐
購

が
く
れ
ば
だ
ま
っ
て
い
て
も
自
動
的

に
支
給
さ
れ
る
の
で
す
か
。

跳　　
　
　
　
ヤ

　
　
　
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
あ
な
た
は
年
金
を
受
け
と
る

時
期
に
き
て
い
ま
す
よ
と
い
う
よ
う

な
個
別
的
、
個
人
的
な
通
知
は
い
っ

さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
の
支
給
を
受
け
る
に
は
、
そ

れ
を
受
け
る
条
件
が
で
き
た
と
き
に

こ
ち
ら
か
ら
書
類
を
出
し
て
手
続
き

を
し
（
「
裁
定
請
求
」
と
い
い
ま
す
）
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
支
給
は

開
始
さ
れ
な
い
の
で
す
。
年
金
の
権

利
が
確
認
さ
れ
、
支
給
が
決
定
さ
れ

ま
す
と
、
「
国
民
年
金
証
書
」
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
．

　
六
十
歳
か
ら
老
齢
年
金
を
請
求
さ

れ
る
場
合
、

①
満
六
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て

か
ら
（
前
日
で
も
良
い
）
。

②
ど
こ
で
年
金
を
受
け
取
る
か
を

決
め
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
そ
の
う
え
で
、
印
鑑
を
持
っ
て
役

場
の
国
民
年
金
係
ま
で
お
出
で
下
さ

い
。　
年
金
は
、
年
四
回
、
三
月
、
六
月
、

九
月
及
び
十
一
月
に
三
ヵ
月
分
が
ま

と
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
通
算
老
齢
年
金
は
、
年
二

回
六
月
及
び
十
二
月
に
六
ヶ
月
分
が

ま
と
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
の
支

払
い
は
、
裁
定
請
求
の
と
き
に
希
望

し
た
農
協
、
郵
便
局
、
銀
行
等
で
支

払
わ
れ
ま
す
。
農
協
、
銀
行
等
を
指

定
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
農
協
、
銀

行
等
に
本
人
の
預
金
口
座
が
あ
る
こ

と
が
必
要
で
、
支
払
い
は
そ
の
口
座

に
振
込
み
と
な
り
ま
す
。
郵
便
局
で

受
け
取
る
場
合
は
、
郵
便
局
の
窓
口

で
受
取
る
方
法
と
、
郵
便
貯
金
口
座

に
預
入
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

彗
肇

職
繋
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『
あ
り
が
と
う
』

　
　
　
　
　
を
大
切
に

　
そ
れ
は
五
月
の
あ
る
雨
の
日
の
こ

と
で
し
た
。
名
立
川
に
沿
っ
た
南
北

二
十
キ
ロ
の
細
長
い
谷
間
に
点
在
す

る
ぼ
く
ら
の
町
の
中
学
校
は
約
半
数

が
バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く

も
そ
の
ひ
と
り
で
す
。
そ
の
日
も
ぼ

く
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
後
の
席
に
す

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
バ
ス

が
谷
口
の
停
留
所
に
止
ま
っ
た
と
き

で
す
。
荷
物
を
た
く
さ
ん
持
っ
た
母

親
が
子
供
と
一
緒
に
乗
り
込
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
の
日
は
雨
だ
っ
た
の
で

自
転
車
通
学
の
友
達
も
乗
っ
て
い
て

バ
ス
が
混
ん
で
い
ま
し
た
。
す
わ
れ

ず
母
親
に
つ
か
ま
っ
て
立
っ
て
い
る

子
供
は
バ
ス
が
ゆ
れ
る
た
び
に
よ
ろ

け
そ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ぼ

く
は
「
ど
う
ぞ
」
と
席
を
譲
り
ま
し

た
。
母
親
に
「
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
」

と
、
て
い
ね
い
に
お
じ
ぎ
を
さ
れ
ま

し
た
。
子
供
も
あ
ど
け
な
い
顔
を
こ

ち
ら
に
向
け
て
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
う
の
で
す
。
ぼ
く
は
陸
上
部
の
練

習
で
足
が
痛
く
て
、
で
き
る
こ
と
な

ら
す
わ
っ
て
い
た
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
恥
か
し
さ
も
あ
り
、
席
を
譲

る
の
に
は
抵
抗
感
が
あ
っ
た
の
で
す
。

で
も
、
そ
の
と
き
の
子
供
の
「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
が
ぼ
く
の
心
を
つ

つ
み
ま
し
た
。
　
「
こ
ん
な
小
さ
な
子

供
で
も
ぼ
く
の
さ
さ
や
か
な
好
意
に

感
謝
し
て
く
れ
て
い
る
」
そ
う
思
っ

た
ら
、
足
の
痛
い
の
な
ん
て
気
に
な

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
ほ
ど
ぼ
く
は
席
を
譲
っ
て

よ
か
っ
た
な
あ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
と
き
ほ
ど

そ
の
子
供
の
「
あ
り
が
と
う
」
に
こ

め
ら
れ
た
人
間
関
係
を
明
る
く
す
る

言
葉
の
大
切
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
の
ぼ
く
達
の
生
活
は
、

こ
の
大
切
な
「
あ
り
が
と
う
」
の
言

葉
を
使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
こ
の
「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
が
最
近
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
　
一
番
の
原
因
は

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
使
う
機

会
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
心
を
つ
な
ぐ
対
話

を
し
な
く
て
も
不
便
を
感
じ
な
い
生

活
様
式
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

今
は
買
い
物
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
式
の
店
で
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

そ
こ
で
は
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
な
く
て

も
買
い
物
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
駅

で
切
符
を
買
う
に
し
て
も
自
動
販
売

機
で
は
行
く
先
を
告
げ
る
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
社
会
が
便
利

に
な
り
、
合
理
化
さ
れ
、
能
率
的
に

な
っ
て
、
対
話
の
不
足
が
生
ま
れ
た

の
で
す
。
ま
た
時
代
と
と
も
に
言
葉

が
変
化
す
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
か
わ
り
に
「
サ

ン
キ
ュ
i
」
や
「
ど
う
も
」
な
ど
の

言
葉
が
使
わ
れ
だ
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
サ
ン
キ
ュ
1
」
や
「
ど
う
も
」

で
は
単
な
る
か
け
声
み
た
い
で
、
「
あ

り
が
と
う
」
ほ
ど
心
を
つ
な
ぐ
言
葉

に
な
り
ま
せ
ん
。
次
に
、
テ
レ
ビ
の

見
過
ぎ
に
よ
る
家
族
の
対
話
の
不
足

も
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
は
電
波
に
よ

る
画
面
と
音
声
を
一
方
的
に
ぼ
く
ら

に
伝
え
る
だ
け
で
す
。
ぼ
く
た
ち
は

画
面
を
見
、
音
声
を
聞
い
て
も
自
分

の
思
い
を
自
分
の
言
葉
に
し
て
表
現

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

毎
日
の
暮
し
が
対
話
を
乏
し
く
し
て

い
ま
す
。
家
庭
で
の
対
話
の
不
足
が

「
親
子
の
断
絶
」
を
生
み
、
そ
れ
が

ま
た
、
少
年
の
非
行
の
原
因
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
ら
は
も
っ
と
人

と
の
対
話
の
で
き
る
人
間
に
な
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
、
人
と
の
対
話
の
基
本

と
な
る
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が

も
っ
と
気
軽
に
使
え
る
よ
う
に
な
ら

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
言
葉
は
手
に
似
て
い
ま
す
。
握
っ

て
人
を
突
く
こ
と
も
、
広
げ
て
人
を

抱
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
人
の
心
を

突
き
さ
す
言
葉
も
あ
り
、
抱
き
よ
せ

る
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
　
「
あ
り
が
と

う
」
は
老
若
男
女
の
区
別
な
く
人
の

心
を
抱
き
よ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
言

葉
で
す
。
　
「
あ
り
が
と
う
」
は
親
か

ら
最
初
に
教
え
ら
れ
た
言
葉
だ
っ
た

の
に
、
こ
の
言
葉
を
素
直
に
使
え
る

人
が
今
は
減
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

席
を
譲
っ
て
あ
げ
た
子
供
の
明
る
い

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
に
、
ぼ
く

は
自
分
の
し
た
行
為
の
意
義
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉

に
よ
っ
て
自
分
の
行
為
が
勇
気
づ
け

ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
お
年
寄
や
子
供

に
席
を
譲
っ
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
気

持
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
あ
み
な
さ
ん
、
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
を
、
一
人
一
人
の
口
び
る
か

ら
広
げ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
れ
は
、
き
っ
と
社
会
を
明
る

く
す
る
で
し
ょ
う
。

最
優
秀
賞

　
名
立
町
立
名
立
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　
森
田
利
孝

昭
和
5
6
年
度
新
潟
県

　
　
少
年
の
主
張
大
会

　
　
　
　
発
表
文
集
よ
り
転
載

（
松
繍
雛
経
蠣
噸
）

『

　
2
月
期
支
給
分
児
童
手
当
を
、
2

月
1
0
日
付
で
受
給
者
の
皆
様
の
口
座

に
振
込
み
ま
し
た
の
で
、
各
自
確
認

し
て
下
さ
い
．

◇
市
町
村
所
得
割
の
額
、
有
の
人

三
人
目
の
児
童
よ
り
五
千
円
×
四
カ

月
分
◇
市
町
村
所
得
割
の
額
、
無
の
人

三
人
目
の
児
童
よ
り
七
千
円
×
四
カ

月
分
　
く
わ
し
く
は
、
役
場
社
会
福
祉
係

ま
で
、
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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　　　　　を　“よくやった”

4人のチームワークが開花

　
第
二
五
回
日
本
学
生
科
学
賞
（
主

催
全
日
本
科
学
教
育
振
興
会
・
読
売

新
聞
社
）
の
中
央
審
査
で
、
新
潟
県

代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
た
「
容
器
内

で
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
燃
焼
に
つ
い
て
」

の
研
究
が
三
等
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
は
中
学
校

の
部
が
三
千
一
三
点
、
そ
の
中
か
ら

の
入
選
で
あ
り
、
研
究
の
す
ば
ら
し

さ
を
全
国
に
示
し
て
く
れ
た
わ
け
で

す
。　
研
究
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
高

橋
英
俊
君
ら
三
年
生
部
員
四
人
の
三

年
間
に
わ
た
る
努
力
が
、
見
事
に
結

実
し
た
も
の
で
す
。
　
一
昨
年
、
先
輩

が
「
炭
素
棒
に
よ
る
水
の
電
気
分
解
」

で
一
等
賞
を
獲
得
し
た
の
に
つ
づ
き
、

を
求
め
、

で
す
．
つ
い
に

①
燃
焼
で
生
じ
た
二
酸
化
炭
素
が
酸

素
と
ロ
ウ
ソ
ク
の
結
び
つ
く
の
を
遮

断
す
る
た
め
に
消
え
る
の
で
は
な
い
。

②
二
酸
化
炭
素
発
生
量
が
酸
素
の
約

二
〇
％
に
達
す
る
と
火
は
消
え
る
。

③
無
関
係
と
思
わ
れ
た
窒
素
も
燃
焼

に
大
き
な
か
か
わ
り
を
も
つ
な
ど
、

事
実
を
次
々
と
突
き
と
め
ま
し
た
。

　
県
学
生
科
学
賞
で
の
最
優
秀
賞
、

県
知
事
賞
の
受
賞
に
加
え
、
中
央
審

査
で
も
三
等
賞
に
入
選
し
、
二
〇
人

の
部
員
は
大
喜
び
で
、
こ
れ
か
ら
の

新
た
な
研
究
に
益
々
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
す
。
（
写
真
は
左
よ
り
竹
内
先

生
、
柳
、
小
堺
、
若
井
、
高
橋
君
）

輝
か
し
い
伝
統
を
さ
ら
に

　
一
歩
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、

密
閉
さ
れ
た
容
器
内
で
ロ

ー
ソ
ク
を
燃
焼
さ
せ
、
燃

焼
後
の
空
気
の
中
に
酸
素

の
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め

酸
素
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ど
う
し
て
ロ
ウ
ソ

ク
の
火
は
消
え
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
疑
間
が
き
っ

か
け
で
し
た
．

　
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
仮
説

を
た
て
、
実
験
装
置
を
工

．
夫
し
た
り
、
実
験
回
数
を

く
り
返
し
な
が
ら
精
密
さ

探
究
的
に
追
求
し
た
も
の

　
　
、

膣
…
一
…
…
≡
…
一
…
≡
≡
一
＝
＝
歪
一
一
一
顎
…
…
一
…
＝
≡
一
圭
㎜
≡
一
葦
≡
…
一
≡
一
…
≡
一
藝
一
…
『
…
一
≡
一
…
一
釜
…
一
…
一
…
…
…
釜
一
圭
…
…
＝
…
≡
一
≡
一
…
蓋
…
…
＝
一
…
≡
≡
…
署
一
　
…
＝
≡
…
藝
量
一
≡
肇
＝
…
一
董
…
一
喜
一
一
…
一
㎜
一
…
≡
一
一
圭
喜
…
…
一
…
一
≡
一
圭
≡
≡
…
≡
一
≡
＝
…
一
…
…
…
一
一
一
一
…
…
≡
≡
…
一
一
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
…
一
一
…
≡
一
…
…
一
一
一
一
一
一
…
＝
…
甕
＝
一
≡
一
…
…
一
…
…
一
…
一
一
一
…
一
…
一
＝
≡
一
一
＝
一
＝
≡
≡
…
…
一
＝
雁
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　戸籍窓ロ豆知識
　　　　　　　　シリーズ⑨

年金証明（現況届）

は戸籍係へ

○国民年金受給者の現況届についてお知らせ

’現況届がお手元に着きましたら、まず下記

の点を確かめてから、戸籍係へおいで下さい。

　○住所・氏名を記入したか。

　o印を押したか。

　○切手（40円）をはったか。

誕生月の月末
までに忘れず　　現況届

戸籍係に
来てネッ。

）くl　X

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≠欝・｝7・』黙

新潟県東頸城郡松代町長　　秋山利f蕪織蹴

！　　　　／　へ　！口へー　　一
　この証明を戸籍係でしてもらってからポスト

ヘ出しましょう。
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劃
壷
一
≡
≡
一
＝
圭
一
…
≡
…
≡
一
…
＝
一
棄
一
…
…
…
…
一
一
一
≡
羨
…
一
…
…
一
『
一
…
≡
一
…
一
一
…
一
一
一
藝
≡
一
…
…
…
＝
一
妻
一
≡
…
…
葦
一
一
一
…
…
一
…
…
＝
一
＝
一
≡
…
…
…
…
一
≡
一
毒
一
…
…
一
≡
一
≡
…
…
…
…
…
一
一
一
＝
一
妻
一
一
…
…
一
一
一
…
…
一
…
＝
＝
…
一
…
妻
一
…
…
…
…
一
…
一
…
…
…
…
一
一
一
…
一
…
妻
…
妻
一
…
＝
≡
…
…
…
一
｝
…
一
一
…
…
葦
…
一
一
≡
一
茎
…
一
≡
…
一
雲
…
一
…
…
≡
一
一
妻
一
…
…
一
…
需
…
一
…
圭
一
…
≡
重
｝
茎
一
≡
…
＝
…
一
詞

戸
籍
の
窓
ロ

謬
佐
藤
翔
伍

千
葉
　
亮

　
（
長
男

相
澤
真
奈
美

佐
藤
千
和

柳
良
美

　
　
一
月
受
付
分

御
出
産

父
順
一
　
母
よ
し
子

（
長
男
　
孟
地
幅
）

父
駿
　
母
ゆ
き
子

松
代
　
高
校
職
員
寮
）

　
父
善
一
　
母
久
子

（
長
女
　
松
代
　
善
吉
）

父
達
次
郎
　
母
絹
代

（
三
女
　
千
年
　
沢
入
）

父
忠
司
　
母
政
子

　
（
二
女
　
苧
島
　
中
）

魁
柳
和
久

佐
藤
カ
ズ

米
持
徳
松

小
林
ヨ
カ

ア●■1－

魁の一

㌧お
悔
み

14

歳
　
菅
刈
鍛
治
屋
敷

82
歳
　
室
野
　
由
兵
衛

78
歳
　
室
野
　
三
　
王

81

歳
蒲
生
　
よ
ぜ
ん

停電のおi知らせ
◇3月4日（木）

◇午前9時～午後2時
◇千年の一部，池尻，室野，木和田

　原，濁，峠，竹所，蒲生



””“”””””1”llll””1“”1””ll”ll”1”””ll””llこう1まう・まつだい”1”1””ll”lll””1””II”lllII”””1”1”1”1”1”””Illl”1”””ll””II”1””llll”ll””””””””””1”III”II”IIll””II”1””1””””lllllll””101””1””“1”1””””1

第27回

　
　
　
　
期
日
日
二
月
四
日

小
・
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
・
町
教
育
振
興
会

　
血
▼
▲
W
血
▼
▲
写
＊
血
▼
▲
響
＊
＊
血
▼
▲
W
＊
＊
血
▼
▲
丁
血
▼
▲
写
血
▼
▲
写
血
▼

　
　
　
距
離
、
リ
レ
ー
競
技
は
中
学
校
会
場
で
、
大
回
転
、
回
転
競
技
は
、

　
　
ロ
ー
プ
ト
ウ
新
設
の
小
林
寺
山
ス
キ
ー
場
で
曇
空
の
中
、
大
勢
の
父

　
　
兄
の
声
援
受
け
元
気
一
っ
ぱ
い
勝
利
を
め
ざ
し
覇
を
競
い
ま
し
た
。

　
　
　
成
績
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
　
（
一
位
の
み
）

血
▼
▲
輩
窯
血
▼
▲
写
＊
＊
血
▼
▲
閉
＊
血
▼
▲
写
血
▽
▲
写
血
▼
▲
響
血
▼
▲
W
轟
▽
▲
軍
＊
血
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
五
年
女
大
回
転

◆
ノ
ル
デ
ッ
ク
の
部
◆
　
　
　
　
鈴
木
洋
子
（
松
代
小
）

小
五
年
男
　
距
離

　
　
　
　
柳

小
六
年
男
　
距
離

　
　
　
　
鈴
木
　
大
基

小
五
年
女
　
距
離

　
　
　
　
宮
沢
　
里
子

小
六
年
女
　
距
離

　
　
　
　
山
賀
　
愛
子

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

男
子
リ
レ
ー

女
子
リ
レ
！

中
男
ス
キ
ー
部
　
距
離

　
　
　
　
小
堺
敏
明

中
女
ス
キ
ー
部
　
距
離

　
　
　
　
山
賀
伊
佐
子

高
浩
（
松
代
小
）
　
羅
』

（
松
代
小
）
　
繋

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

莇
、
平
小

松
代
小
A

松
代
小
A

◆
ア
ル
ペ
ン
の
部
◆

小
五
年
男
　
大
回
転

　
　
　
　
山
本
哲
也
（
孟
地
小
）

小
六
年
男
　
大
回
転

　
　
　
　
笠
原
　
紀
男
（
松
代
小
）

｝
，i

燃蹴紬幽歯

　
欝
籔
驚

幾
翰
講

灘
嫌
蘇

螺
灘鑛

燃

小
六
年
女
　
大
回
転

　
　
　
　
佐
藤
　
靖
子

小
五
年
男
　
回
転

　
　
　
　
関
谷
　
敏
郎

小
六
年
男
　
回
転

　
　
　
　
村
山
　
達
也

中
一
年
男
　
大
回
転

　
　
　
　
佐
藤
　
正
明

中
二
年
男
　
大
回
転

　
　
　
　
柳
　
　
幸
輔

中
三
年
男
　
大
回
転

　
　
　
　
若
井
　
　
康

中
一
年
女
　
大
回
転

　
　
　
　
本
山
　
洋
子

中
二
年
女
　
大
回
転

　
　
　
　
米
持
　
直
美

中
三
年
女
　
大
回
転

　
　
　
　
柳
　
　
智
子

中
男
ス
キ
i
部
（
大
）

　
　
　
　
柳
　
壬
二
夫

中
男
ス
キ
i
部
（
回
）

　
　
　
　
秋
山
淳
也

　驚鷺

（
室
野
小
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

　羅灘
　瓠難

第22回

町内スキー大会

田／

　
2
月
7
日
、
松
代
町
ス
キ
ー
協
会

主
催
に
よ
る
第
2
2
回
町
内
ス
キ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
は
小
林
寺
山
ス
キ
i
場
で
回

転
、
大
回
転
競
技
が
、
午
後
は
松
代

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
駅
伝
継
走
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
あ
い
に
く

の
荒
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
会
の

花
形
、
駅
伝
に
は
小
・
中
・
高
校
生

も
参
加
さ
れ
、
2
2
チ
ー
ム
が
出
場
し

応
援
の
拍
手
と
か
け
声
を
背
に
う
け
、

大
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

◎
大
　
回
　
転
◎
（
一
位
の
み
）

時
青
年
一
部
ー
　
竹
内
　
修
一

巨
青
年
二
部
抽
　
吉
原
　
伸
行

11

第
一
壮
年
擁
　
関
谷
　
昭
栄

硅
第
二
壮
年
日
　
関
谷
　
松
雄

ー
第
三
壮
年
ー
　
関
谷
　
　
博

博
婦
　
　
人
”
　
市
川
喜
久
代

闘
小
学
生
男
棉
　
若
月
　
祐
一

口
中
学
生
”
　
秋
山
　
淳
也

陸
小
学
生
女
ー
　
関
谷
ゆ
か
り

◎
回
　
　
　
転
◎
（
一
位
の
み
）

擁
青
年
一
部
陸
　
竹
内
　
修
一

口
青
年
二
部
目
　
相
沢
　
春
男

”
第
一
壮
年
“
　
関
谷
　
昭
栄

“
第
二
壮
年
H
　
関
谷
　
松
雄

硅
第
三
壮
年
ー
　
平
沢
　
　
清

11

小
学
生
男
”
村
山
　
達
也

目
中
学
生
梓
柳
　
二
三
夫

◎
駅
伝
継
走
◎

①
前
田
屋
A
チ
ー
ム

②
商
工
会
　
チ
ー
ム

③
前
田
屋
B
チ
ー
ム

④
教
員
　
B
チ
ー
ム

⑤
電
気
屋
チ
ー
ム

⑥
農
協
A
チ
ー
ム
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御
」
§
§
§
§
§
§
§
葦
§
§
§
§
a

槻㈲㈱㈱㈲槻蝋

”
市
川
牧
人
遺
稿
集
”

「
松
代
町
の
歴
史
を

語
る
・
刊
行
鰍qJ順qノ◆1⊃鰍鰍槻qノ◆4う

P
塞
§
§
馨
多
塞
§
ξ
§
馨
§
島

　
戦
後
各
地
で
郷
土
史
編
さ
ん
の
機

運
が
高
ま
っ
た
当
時
、
松
代
町
で
も

町
史
編
集
委
員
を
委
嘱
し
調
査
、
研

究
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
今
は
亡
き

市
川
俊
雄
先
生
も
編
集
委
員
の
一
人

と
し
て
長
い
歳
月
に
わ
た
り
、
文
学

者
と
し
て
独
自
の
筆
致
に
よ
っ
て
調

査
、
研
究
さ
れ
た
も
の
を
書
き
残
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
完
成
さ
れ

る
こ
と
な
く
死
亡
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
人
を
畏
敬
す
る
、
小
堺
又
七
氏

が
こ
の
偉
業
を
そ
の
ま
ま
消
滅
さ
せ

る
に
偲
び
難
い
と
し
て
山
積
さ
れ
た

遺
稿
を
分
類
、
整
理
と
一
部
加
筆
さ

れ
て
上
巻
を
昭
和
五
十
四
年
三
月
刊

行
し
、
こ
の
度
下
巻
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
「
松
代
町
の
歴
史
を
語
る
」
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
上
巻
◆
一
章

　
　
　
　
二
章

　
　
　
　
三
章

　
　
O
B
5
版

　
　
o
定
価

◆
下
巻
◆

沿
草
篇

行
政
篇

信
仰
篇

一
〇
二
ぺ
ー
ジ

五
〇
〇
円

四
章
　
庶
民
の
生
活
篇

五
章
　
各
種
機
関
と
団

　
　
　
　
　
　
　
体
篇

　
　
　
　
六
章
　
名
勝
・
古
蹟
篇

　
　
　
　
七
章
　
文
芸
・
文
篇

　
　
　
　
八
章
　
人
物
篇

　
　
O
B
5
仮
　

一
九
九
ぺ
ー
ジ

　
　
o
定
価
　
　
一
〇
〇
〇
円

○
申
込
先
　
松
代
町
公
民
館
へ

奮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
6
年
6
月
着
工
し
た
松
代
町
簡
易
水
道
が
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
完
了
し
会
沢
部
藷
世
帯
に
2
月
－
日
よ
り
給
水
を
始

峯
方
地
区
給
水
め
献
ぎ
つ
い
て
　
妻
行
§
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
に
は
峯
方
地
区
全
部
落
に
給
水
で
き
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

昭和56年度
　松代簡易水道拡張変更
　工事　直接工事費

水源施設　7，446，000
？了影　ノk　 方｛亘　匹｛隻　　　　8，115，000

送水施設　59，733，000
酉己　7｝く　方色　 言隻　　　 21，821，000
才肖　　1≦方　　〃苞　　設　　　　　1，399，000

電気計装施設　　41，475，000
建　 築　 方色　 茜窒　　　　21，316，000

1｝」　　　土也　　　ぜ？　　　　　　195，000

事務費　4，343，000
　　言1‘　　　　　　　　165、843，000

　
　
　
講

麟
鐵
．
ら

欝
⑳

遡延長56．70m

＼

薬師．授わ

　　＼、

　　　＼

↑

轟
線
舞
義
・

橘
斡

配水池

　
　
　
4
、
　
ヤ
，
‘
一
’
ノ

　
　
　
ノ
シ
　
、
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
・
7
、
、

沢
b
．
『
‘

会

／

＼

　　＼
　　　　＼
　　　　　＼

　　　　　　　　／／　　延馨撫

、　　　／
t
．
鋸 、．、．一伏　　　玉》　　　　　＼

鎌瞬r、．、、／／一一、、

鷺羅

第3送水ポンプ室

　　　　　　　　’　　　　　　　ノ
　　　　　　　’
　　　　　　　巴　　　沈’

　第2送水ポンプ室

第1送水ポンプ室

／

遡＿」1水玉二」

轟
．



”IIIIlll川川1””III””1””1川II川II”1”1”1””ll”　こうほう・まつ≠ごい　川”ll”Ill川”lllII”1””1””1”llll””IIllll””川”1”””1川IIIII川”1”川川””lll”川1””1””1川””1”1””lll””la”1””III”IllII””II””112川1”””””ll”II””1

文
芸

　ε＼ぎ菰淫、藩羅融
＼、ゴ肇

し
ぶ
み
句
会

一
月
九
日
於
く
平
旅
館

杉
落
葉
ふ
み
て
登
る
や
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ぞ
　
こ
　
と
し

大
時
計
時
う
つ
音
や
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

初
風
呂
の
湯
は
心
地
よ
く
盗
れ
け
り

風
邪
気
味
の
老
に
与
え
よ
熱
き
茶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

雪
鳴
り
も
な
く
静
か
な
り
除
夜
の
鐘

門
礼
と
な
り
て
女
房
の
炬
燵
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
史

針
運
ぶ
部
屋
に
陽
の
射
す
寒
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ら

縫
い
初
め
や
針
子
の
く
れ
し
記
△
．
心
箆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

宮
の
森
う
す
化
粧
解
く
寒
日
和

つ
つ
ま
し
く
母
う
す
化
粧
初
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

初
詣
仕
立
て
お
ろ
し
の
衿
止
め
し
、

元
朝
に
花
芽
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

髪
染
め
し
五
十
路
の
妻
の
初
鏡

す
こ
や
か
に
白
寿
の
恩
師
初
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

除
夜
の
雨
雪
と
な
り
た
る
大
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
　
蔵

初
詣
神
に
祈
る
も
一
つ
だ
け

寒
の
雨
竹
に
雀
よ
深
庇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

初
春
や
赤
き
ネ
ク
タ
イ
し
め
な
お
し

年
忘
れ
田
舎
料
理
や
母
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

し
め
飾
り
大
売
り
出
し
の
旗
の
か
げ

懐
し
き
名
前
見
つ
け
し
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

手
を
合
わ
す
祠
の
灯
り
去
年
今
年

二
日
は
や
物
売
る
声
の
威
勢
よ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

ま
ず
雪
の
浅
き
を
喜
ぶ
礼
者
か
な

神
棚
に
柏
手
高
き
大
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

大
杉
を
見
上
げ
る
僧
侶
懐
手

長
病
み
の
母
は
若
水
む
せ
び
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

老
の
手
も
孫
の
手
も
ひ
く
初
詣

古
稀
祝
う
鼻
風
邪
な
る
も
侮
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

健
康
を
祝
ぎ
て
撮
影
年
来
る

氏
神
に
息
切
り
登
る
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

梢
よ
り
こ
ぼ
る
る
雪
の
新
し
き

街
灯
の
ま
だ
消
え
や
ら
ぬ
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

山
門
の
濡
額
に
あ
る
注
連
飾

菩
提
寺
の
開
山
堂
に
初
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

礼
受
の
侍
僧
に
残
る
幼
な
顔

結
納
の
品
定
め
す
る
二
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯

水

初
詣
百
灯
と
も
す
宮
の
坂

声
高
に
洞
泉
禅
寺
門
礼
者

六
　
花
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今
月
の
園
芸
メ
モ

園
芸
だ
よ
概
、

芸
、
会

　
．
好

園
愛

蒲
生
句
会

共
一
髪
い
た
わ
り
合
い
て
初
詣

菊
一
輪
香
た
き
写
経
筆
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

く
つ
ろ
ぎ
の
栗
む
き
噛
み
て
大
晦
日

小
雪
ふ
る
喪
の
正
月
の
静
か
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

蔭
膳
に
妻
ね
ん
ご
ろ
に
年
酒
つ
ぐ

正
月
の
休
暇
た
ち
ま
ち
過
ぎ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

歳
重
ね
盃
重
ね
松
の
内

風
邪
の
児
に
添
い
寝
の
妻
に
卵
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
耕
人

そ
れ
ぞ
れ
に
灯
守
り
て
冬
籠
り

つ
つ
ま
し
く
梅
を
咲
か
せ
て
冬
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

オ
レ
ン
ジ
の
高
炉
の
空
や
寒
没
り
陽

星
冴
ゆ
る
土
方
飯
場
の
厨
か
な

　
　
　
　
　
　
（
千
葉
）
鉄
堂

赤
城
嶺
の
裾
野
に
つ
づ
き
桑
枯
る
る

う
っ
す
ら
と
榛
名
は
雪
や
夕
茜

　
　
　
　
　
　
（
前
橋
）
　
泥
　
水

朝
の
陽
を
眩
し
み
て
割
る
寒
卵

ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

く
さ
め
し
て
言
う
べ
き
言
葉
忘
じ
け

り
　
　
　
　
　
（
前
橋
）
　
耕
　
山

初
詣
主
治
医
先
生
御
家
族
も

雪
下
駄
の
毛
皮
つ
ま
皮
艶
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

冬
の
盆
栽
管
理
に
つ
い
て

　
夏
の
間
は
緑
の
葉
を
見
又
花
も
咲

き
ま
す
が
、
冬
に
な
る
と
葉
も
落
ち

縁
の
下
や
物
置
に
置
く
の
が
雪
国
の

通
例
で
す
。
冬
の
管
理
に
つ
い
て
二

～
三
あ
げ
て
み
ま
す
。

松
柏
類
　
寒
さ
に
は
強
い
が
風
通
し

の
悪
い
所
に
置
か
な
い
、
雪
の
あ
た

る
所
で
は
特
別
灌
水
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
雨
水
の
あ
た
ら
な
い
所
で

は
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

さ
つ
き
類
　
さ
つ
き
、
つ
つ
じ
、
し

ゃ
く
な
げ
は
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
特
別
保
温
の
必
要

ノ
き
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

轟廊連絡璽
／警察より＼で

は
あ
り
ま
せ
ん
．

観
葉
植
物
　
サ
ボ
テ
ン
　
洋
ら
ん
は

あ
た
た
か
い
室
に
お
き
、
寒
さ
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
万
年
青
は

日
本
の
原
産
で
す
か
ら
寒
さ
に
は
強

い
が
室
内
に
置
い
た
ほ
う
が
安
全
で

す
。
濯
水
は
控
え
め
に
し
施
肥
は
一

時
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

地
ざ
く
ら
　
松
代
で
は
地
ざ
く
ら
と

い
っ
て
い
ま
す
。
別
名
雪
割
草
と
も

言
い
正
し
い
名
前
は
ス
ハ
マ
草
と
言

い
ま
す
。
室
温
一
五
度
位
で
冬
で
も

花
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
雪
崩
盗
難
交
通
事
故
等
緊
急
事
件
が
発
生

し
た
場
合
に
は
電
話
番
号
「
一
一
〇
」
番
を
回
し

て
要
件
を
お
伝
え
下
さ
い
。

　
松
代
幹
部
派
出
所
は
勤
務
員
が
少
な
い
た
め
留

守
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

「
一
一
〇
」
番
を
ま
わ
す
と
安
塚
警
察
署
に
連
絡

が
と
れ
警
察
官
が
現
場
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
い
た
ず
ら
「
一
一
〇
」
番
は
つ
つ
し
ん

で
下
さ
い
。


